
令和８年３月１１日 
目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立大鳥中学校 
校長 金 澤  誠 

令和７年度 目黒区立大鳥中学校 学校評価報告書 
 
１ 学校評価委員会の実施内容 
（１）第１回実施日時 令和７年６月９日（月） 午後２時３０分～午後３時３０分 
            ・学校評価について 

 
（２）第２回実施日時 令和８年２月１６日（火）午前１０時３０分～午前１１時３０分 

・学校評価の結果について 
・協議 

２ 参加者 学校評議員・管理職・主幹教諭 
 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 
評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見）

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎四者ともに学校の雰

囲気への肯定的評価が

９０％以上であり、学

校への評価は概ね良好

である。 
⦿周年行事を通して地

域との連携を深めるこ

とができた。 

周年行事を通して深め

た地域との連携を、つな

フェスや地域ボランテ

ィア等にいかし、地域人

材の活用につなげる。 

暖かさや優しさのある

学校の実現に向けて、学

校と地域がより連携を

していく。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎教育目標への理解は

四者ともに肯定的な評

価が昨年度より上昇し

た。 
⦿人権尊重の理念に立

った教育目標のもと、

教育活動を行うことが

できた。 

人権尊重の理念に立っ

た教育目標のもと、引き

続き教育内容の充実に

取り組む。 

人権教育の推進を引き

続き図る。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎道徳授業地区公開講

座での授業参観および

協議会での地域・保護

者からの多くの意見を

いただくことができ

た。 

人権尊重の視点に立っ

た道徳教育のより一層

の充実に努める。道徳授

業地区公開講座により

多くの方々と連携して

取り組む。 

より多くの保護者や地

域の方に道徳授業地区

公開講座に参加してい

ただき、道徳教育の理解

を図る。 



⦿人権尊重の視点に立

った道徳教育を実施で

きた。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 
・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 
キャリア教育等の充実

について 

◎学力が身に付いたと

実感できた生徒が増

４．８ポイント増加し

た。 
◎学習用情報端末の授

業や特別活動等の積極

的な活用により利用の

定着が見られる。 

学ぶ意欲の向上や個別

最適な学びの実現のた

めの指導方法の工夫を

全教職員が積極的に学

び、実践を積み重ねてい

く。 

引き続き、学ぶ意欲が向

上する授業を展開し、充

実した教育活動を実施

してほしい。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎特別支援学級で朝の

ランニング等、体力の

向上に工夫して取り組

んだ。 
●運動習慣の個人差が

あり、学校での体力向

上に向けた取組に対し

て実感できている生徒

とそうでない生徒がい

る。 

生徒の心身の健康な体

づくりへの関心・意欲を

高め、栄養士や養護教諭

とも連携し、教科横断的

に食育や健康教育に取

り組む。生徒会の企画を

中心に「めぐろ ここカ

ラダ体月間」において生

徒発信の体力向上に向

けた取組を実施する。 

心身の健康な体づくり

への意欲的に取り組め

るようにしてほしい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎学校行事を通して、

生徒たちの主体性や協

調性、リーダーシップ

やフォロワーシップが

育っている。 
◎特別支援学級と通常

級との交流、特別支援

学級間の交流、特別支

援学校との副籍交流

等、各種交流をすすめ

ることができた。 

特別活動の一層の充実

を目指し、各行事につい

て、活動内容を精選して

より教育効果を得られ

るものとしていく。 
地域人材の活用など、地

域と連携した取組を推

進する。より多くの地域

の方々に学校行事に来

ていただけるよう周知

を図る。 

学校行事はどれも充実

しているように感じる。

今年度は周年行事も大

変好評であった。 
特別支援学級は、地域と

の交流でも大活躍で、地

域や保護者の間で評判

になっている。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

○授業規律の確立と、

ルールとマナーを身に

つけさせる指導を年間

を通して意識的に実施

することができた。 

引き続き、全教職員が共

通認識をもって、生徒に

寄り添う指導を徹底す

る。生徒にルールとマナ

ーを身に付けさせ、規律

規律ある学校生活を更

に充実させてほしい。 
また、一人一人に寄り添

ったきめ細かな対応も

お願いしたい。 



特別支援教育への取組

などについて 

●若手教員の増加や不

登校対応をはじめとし

たニーズの多様化にど

う組織的に対応してい

くかが課題である。 

のある学校づくりをし

ていく。 
不登校対応を含めた教

育相談体制を充実させ、

生徒一人一人の心の安 
定に力を入れていく。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎毎月の避難訓練の活

用し、自分の身の安全

を守るための態度を育

成することができた。 
●SNS によるトラブル

は増加傾向にあり、情

報モラル教育の一層の

充実が課題である。 

避難訓練を繰り返すこ

とで万一に備えて安全

かつ効率の良い避難を

確立する。 
セーフティ教室、安全指

導、特別の教科道徳を活

用し、情報モラル教育の

充実を図る。 

SNS トラブルへの対応

は、保護者への理解の呼

びかけが必要である。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎年間を通して小中連

携子ども育成プランを

着実に推進できた。職

場体験等を通して協力

体制を確立している。 
保護者からの評価も上

昇した。 

次年度に向けて小中連

携子ども育成プランの

見直しを行った。学校ホ

ームページに育成プラ

ンを掲載、各小学校への

リンクを設定し、情報発

信を行う。 

引き続き小中が連携し

て児童・生徒を育成して

ほしい。 

Ⅷ 情報の発信 
・学校の情報発信の充実

について 

◎学校の情報発信につ

いて、保護者地域共に

肯定的な評価が上昇し

た。 

引き続き、学校ホームペ

ージや Home＆School
を活用した学校からの

保護者への配布物を配

信し、更なる情報の共有

を図る。 

引き続き、生徒、保護者、

地域への情報を充実さ

せてほしい。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

○職員室のコミュニケ

ーションの充実を図る

ことができている。 
●若手教員の増加と、

時代の変化に合わせた

教育の質の向上のため

の研鑽の時間の確保が

課題である。 

定期的な校内研修の実

施、若手教員の活躍の機

会の確保を通じて、研鑽

し合う環境を組織的に

構築する。時間確保に向

けた業務の効率化を進

める。 

引き続き、研鑽を積み、

教育活動に活かしてほ

しい。 



Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎肯定的な評価が令和

５年度並みに回復し

た。校務支援システム

を活用した業務の効率

化を進めることが要因

と捉えている。 

更なる校務支援システ

ムの活用および組織的

な業務の精選や効率化

を図る。 

働き方改革により、生徒

たちへの対応がより充

実していくことを期待

する。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎定期的な服務研修の

実施やあらゆる機会を

通じて呼びかけをする

ことで教員の意識向上

を図った。 

服務事故は気の緩みか

ら起こることを銘記し、

服務事故を起こさせな

い職場環境づくりに一

層努めていく。 

服務事故を起こさない

取組は引き続きしっか

り行ってほしい。 

 


